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○ 底がまるい ○ ガタガタしている
○ 突起がある ○ 他の時期のものより軽い
○ 厚さがある ○ 周りに模様がある
○ 縄の模様がある ○ 口のちかくに穴がある
○ 穴がある ○ 底がまるい
○ 底の近くに点々がある ○ 持ちやすい
○ 底が焦げている ○ 大きい
○ でこぼこしている
前半（擦文土器） 後半（擦文土器）
○ 底が平ら ○ 軽い
○ 厚さがない（薄い） ○ 底が違う（置きやすい）
○ 焦げている ○ 穴があいている
○ 持ちやすい ○ 現在の茶碗に似ている
○ 底に出っ張りがある ○ 模様があった
○ 現在のものに似ている ○ 薄い



























































































































































高評価 ← ５ ４ ３ ２ １ → 低評価
２１９
まず，今回の体験的学習が，幼稚園教育，小学校生活科，中学校社会科歴史的分野を通じて，
どのような接続ができるかを整理した。体験的学習は，五感を活用する点で共通し，どのよう
な目的をもつかで学校段階などの区別ができる。幼稚園教育では，体験的学習を通じて，事象
への興味関心をいかに引き出すかを重要とする。年中行事では，昔の遊び体験を取り入れるこ
とができ，歴史への興味関心を向けさせることができる。小学校生活科では，体験的学習を通
じて，事象への質的な気付きにつながることを重要とする。新学習指導要領では，「発見する」
や「比べる」が新たに体験的学習の視点として示された。「発見する」や「比べる」という視
点は，体験的学習を通じて歴史認識を得ようとする時も重視される。小学校生活科における
「発見する」や「比べる」という体験的学習の経験は，社会科歴史的内容の中で応用できる。
中学校社会科歴史的分野では，身近な地域の歴史について，理解を深める一手段として，体験
的学習の成果を活かすことができる。すなわち，体験的学習の成果は，一つの歴史認識を得る
ためではなく，複合的な歴史的事象を理解する上で役立つ。このように，体験的学習の経験や
つながりを意識することで，その効果をさらに高めることができる。
体験的学習は，土器を比較しての時代差による違いと変化，身近な自然物の加工技術な
どについて，歴史認識を目指したものであった。事前準備では，博物館学芸員の協力のもと，
教材の選定と展開方法を模索し，有力な資料の配布，適性ある発問につながった。これは，筆
者のねらいを博物館学芸員（協力者）が理解したものであり，細かな指示をしたわけではない。
その結果，学生の評価は，まとめの記述内容とアンケート調査の双方で高いものを得た。とり
わけ，まとめの記述内容では，筆者のねらいを学生も正しく受け止めた。
小学校教員の場合，専科教諭（社会科）がいつも担当できるとは限らない。とりわけ，体験
的学習のような準備は，どうしても博物館学芸員といった外部協力者を必要とすることが多い。
すでに述べたように，重要なことは，体験的学習を依頼するにあたり，どのような歴史認識を
得ようとしているのか，理解してもらうことである。博物館学芸員と言えども，そのねらいを
伝えなければ，「楽しい」「おもしろく」活動をすることはできても，目指す歴史認識につなげ
ることは難しい。むしろ，体験的学習の印象が良いことによって，本来の目的が形骸化しやす
い。また，教員も博物館学芸員も，そのことに気付けない。このような体験的学習の繰り返し
は，活動に対して興味関心を刺激するに過ぎない。
そのため，小学校教員養成課程における体験的学習の実践が大切となる。平常の講義同様に，
導入（事前），展開（体験），まとめ（事後）の一連のつながりが大切となる。しかしながら，
体験的学習，博物館授業，地域巡検といった教室を離れる講義では，事前後の指導の重要性を
見失いがちとなる。従来の大学の講義（小学校教員養成課程）では，この点に課題があったも
のと考える。体験的学習のねらいが理解できなければ，大学で繰り返し実践しても，現場教育
につながらない。また，現場教員になれば，改善できる機会が遠退く。しかしながら，教員免
許状更新講習が，２００９年４月以降，大学他で実施される。この講習は，本人の意思とは関係な
く，一定の年数（１０年間）を区切りとして，受講しなければならない。講習の制度化によって，
２２０ 菊地：小学校教員養成課程における体験的学習の実践と意義－社会科歴史的内容を中心として－
現場教員に対しても，体験的学習について正しい理解ができる機会が生じた。
他方，２００９年４月より，新学習指導要領（小・中学校）の移行期間に入る。社会科歴史的内
容では，世界文化遺産の活用，「狩猟・採集」の復活，室町文化と江戸文化の独立が大きな改
善となっている。そのうち，内容として増えたものは，「狩猟・採集」である。ただ，旧学習
指導要領（１９８９年告示）では，取り扱っていた内容であり，指導内容として参考になるものを
確認できる。一方，小学校社会科は，移行期間において国語科や算数科などのように授業時数
の増加がされない。すなわち，授業時数は変わらない中で，部分的ではあるが増加分を含める
必要がある。移行期間に限ることではあるが，効率的な展開が求められる。そこで，今回の実
践は役立つ。活動１では，他の時代の土器と比較する試みを行った。１つの体験的学習によっ
て，縄文時代と平安時代の内容にまたがる。そのため，双方の時代背景に広げることができる。
体験的学習は，効率的な展開にも一定の役割を期待できる。
今後の課題は，体験的学習を経験した学生が，卒業後，現場教員となって習得した知識や技
能を本当に役立てているか，検討する必要があろう。こうした検討には，長期間を要するが，
その実証ができて，本稿の結論が生きてくる。また，弥生時代以降でも，体験的学習を実践し，
歴史的内容の中で蓄積していくことも大切となろう。体験的学習が，特定の時代や歴史的資料
のみの取り組みとなれば，意義は減退しかねない。
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博物館資料の撮影許可など多大な協力を得た。また，社会科指導法Ⅰ（２００８年度）の受講者に
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